
平成 24年 12月 15日（土）にＯＢ・ＯＧ研究室訪問として東京大学駒場キャンパ

スと本郷キャンパスに１年生の希望者３４名で訪問しました。駒場キャンパスでは

発生学で有名な東京大学名誉教授 浅島 誠 先生の講義を受けました。本校の卒

業生で現在地球惑星物理学科２年の青木康仁さんも最初から加わり生徒ととふれ

あっていただきました。その後，本郷キャンパスの小柴ホールにおいてＯＢの青木

さんから「ニュートリノ」についての講義を受け，さらにキャンパスを散策して東

京大学の空気をたくさん吸い込むことが出来ました。
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  浅島先生からは、疑問に思ったことはどんどん質問しなければいけないよというアドバイスを受け、講

義中はなかなか手を上げられなかった 1年生も、講義終了と同時に浅島先生の周りに殺到し、思いきり自

分の疑問をぶつけ、さらにアドバイスを頂いてきたようです。この後、駒場キャンパスを後にし、本郷キ

ャンパスで青木先輩の話を聞きました。一緒に昼食をとったり、小雨の中、キャンパス内を案内してもら

ったりしました。雨に煙る三四郎池は風情がありました。東大クッキーや東大鉛筆を手にした 1年生。青

木先輩の後に続くぞという意気込みを感じました。

浅島誠先生のいらっしゃる東大駒場キャンパス、アドバ

ンストリサーチラボラトリーで発生学の最先端の講義を

聴くことができました。浅島先生は卵の未分化な細胞群

（カエルではアニマルキャップ、ヒトやマウスではＥＳ

細胞やｉＰＳ細胞）から、様々な器官や組織を試験管内

で作り出すことに成功し、発生を導く物質アクチビンを

発見した人です。昨年ノーベル賞を受賞した、山中伸弥

先生のｉＰＳ細胞が、細胞の初期化（何にでも分化する

ことができる細胞を作ること）に成功したのに対して、

浅島先生の研究は初期化した細胞を必要な器官や組織に

分化させていくというそのあとの部分の研究になり、こ

れからの再生医療において重要な役割を担っていくもの

です。みな興味深く熱心に聞き入っていました。


